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過去40年近くの間，インドの農業は生産量の増大と生産性の向上の両面で著

しい進歩を遂げた。しかし，人口増加率がしばしば食用穀物の生産量の増加率

を上回っていることが，マクロとミクロの双方のレベルにおいて食料安全保障

の問題を生じさせている。さらに，インドの農家の80％以上は限界的な水準に

ある零細農家であり，小規模な土地保有面積，低い単収，農業資材の価格上昇，

低い生産性，天水農業による高いリスクと不確実性，教育と技能向上を通じた

生活向上機会の欠如のため，インドの農民は低均衡のわなに陥っている。イン

ド農業におけるこれらの問題を解決するためには，急速かつ多様で包括的な農

業開発を進める必要がある。

インドでは，農民と農業労働者が総労働人口の56.5％を占めているが，GDP

に占める農業の割合は18％に過ぎない。また，2000～03年から06～07年までの

期間に，インドのGDP成長率は年率7.7％であったが，農業部門と農業関連部門

の成長率は2.5％であった。このうち穀物部門の成長率はわずか1.3％に過ぎなか

ったのに対して，畜産部門は3.7％，漁業部門は3.2％の成長率であり，果実・野

菜部門の成長率は３％であったものの，いずれの部門も成長率は減速している。

インドの農家世帯の月間平均所得(03年)は2,115ルピー(訳注：１ルピー＝２円)で

あり，その中でも作物生産農家の平均所得は969ルピーである。このような低水

準の所得のため，農家は貧困から抜け出すことができないままである。インドの

農村部における貧困率(人口割合)は28.3％(04～05年度)と推計されており，ビハー

ル，オリッサなどの一部の地域では貧困率はさらに高く41～47％に達している。

残念ながら，過去の農業開発は，安定した灌漑施設や道路・電力・市場等の

インフラ施設へのアクセスが確保されている地域に対してより多く行われてお

り，インドの農業地域の60％近くを占める天水農業地域の開発は大きく立ち遅

れている。しかし，インドにおいて貧困層の人々が非常に集中しているのは天

水農業地域である。

インドにおいて，貧困削減のための農業の成長に向けた主要な課題として，

以下のようなものが挙げられる。

インドにおける農業開発の課題
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①　単収の向上とコスト削減のための適切な技術革新

生産性，利益率，農家所得の大幅な向上は，適切な技術革新を通じてのみ達

成可能である。特に，総耕作面積の60％近くを占めながら，単収，所得が低水

準で貧困層が集中している天水農業地域では，技術革新の必要性がいっそう高

くなっている。

②　農村部におけるインフラストラクチャーと施設の整備

インドの大半の農村では，道路，電力，市場，保冷倉庫，銀行，協同組合，

獣医，高等教育機関，職業訓練所などのような，農業の多様化や付加価値化を

促進し貧困と失業を軽減するのに役立つインフラストラクチャーや施設に対す

る適切なアクセスが確保されていない。現在，肥料販売店までの距離が５kmを

超える農村が47％を占めており，周囲５km以内に獣医が存在しない農村は49％

近くに達している。さらに，舗装道路，鉄道駅，中等以上の教育機関，職業訓

練所等からも離れているため，農村部住民の社会的流動性と能力開発が制限さ

れている。

③　農業の多様化と付加価値化の促進

現在のところ，農業の多様化と付加価値化のレベルは，技術水準の低さ，イ

ンフラストラクチャーの未整備，政策上の様々な制約などにより低水準にとど

まっている。こうした制約を取り除くとともに，農村部の経済において，参加

型の水平・垂直的な多様化が生じない限り，大多数の零細農家世帯の生活水準

を貧困ライン以上に引き上げることは不可能である。

④　農家に対する貿易自由化問題に関する理解促進

貿易自由化が進行する中で，耕作者と農業労働者は所得水準の低下と将来に

関する不安から活力を失っているように思われる。貿易自由化の利益は存在す

るとしても，その利益の大部分が貿易業者と中間業者によって独占されている。

この問題については，貿易自由化がもたらす利益とそのマイナスの側面に関

して農家に十分理解してもらう必要があり，グローバリゼーションの進展によ

る利益を農家が得られるように，組織立った方法で農家に対して教育・訓練を

行う必要がある。

（インド政府農業費用価格委員会前委員長，社会開発委員会理事

T．ハック・(T. Haque))

（本稿は，（株）農林中金総合研究所の責任において翻訳したものである。）

21 - 139

ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。




